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が
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熟
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滕
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植
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.。
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摘
さ
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。
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植
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櫸
の
政
策
の
當
然
の
表
魂
と
し
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植
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で
'&
.ウ
た
。
，

「

新
霞
主
義
の
：|?
1
說
巧
と
呼
ば 

れ
る
デ
ユ
ァ
ハ
ム
報
小
f1(

D
u
r
h
a
m

 R
e
p
o
r
t
)

に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
の 

i
H治
が
間
題
に
な
つ
て
い
る
。
L
か
し
、f

急
進
的
ジ
ャ
ッ
ク
I
Iと
名

づ

け 

.ら
れ
一
た
彼
の
說
く
と
と
ろ
ば

.
V.::極
く 

■が
な
事
項
、
即
ち
政
府
ゆ
形
體
に 

.っ
い
て
の
憲
法
^
—
對
外
關
係
の
調
整
、
.：母
國

：
他

の

英

國

植

民

地

、
諸

，

' 

外
國
と
の
贸
易
、
.公
^

!の
處
分
、
：が
毋
國
の
瞥
理
を
要
す
る
の
で
あ
っ
.ン 

'^
.、
'そ
の
他
の
も
.の
は
植
民
者
自
ら
に
.よ
っ
て
.決
矩
ざ
る
.ベ
れ
で
あ
る
と
; 

い
う
の
で
あ
る
0。：
こ
こ
で
㈧
う
植
民
者
と
は
勿
諭
内
人
で
あ
つ
て
植
民
地
.
■■
: 

te
i
住
民
で
は
な
い
。
南
ァ
迎
邦
は
英
國
人
が
多
敬
^
で
な
か
っ
f
o唯

-.
-
-
*
の 

::s

治

領

であ
り
、
ま
た
、
そ

の
非
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
：る
人
民
の

.大
多
數
：
. 

:が
政
治
に
贯
延
な
部
分
を
占
め
：て
い
な
い
唯」

：、の
南
治
領
で
あ
5?
ー 
し
た
つ..け
 

が
つ
-c
力
.V

タ
な
ど
の
居
住
植
民
地
，と
事
情
：は
：異
な
つ
て
起
り
S
:商
取
の
.
：
：

. 

間
題
は
、
帝
國
1
府
が
ノ
遠
い
將
來
に
お
い
て
rKC
e
i段」

が
そ
の
國
の 

，政
策
に
參
與
す
る
ぐ
と
が
で
き
る
よ
う
に
成
熟
す
る
ま
で
、
統
治
を
保
留 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

成
い
は
、
自
己
保
燕
と
い
う
こ
と
に
お
い 

房
_̂-
1
-

^
力

自
ら
舒
治
す
る
こ
.と
.カ
_で
き
る
よ
う
.，に
發
1M
.す
る
と
.と
.

を
妨
げ
る
庙
人
居
■

に
自
治
を
與
免
な
け
れ
试
办
。
纪
い
.の
が
、
ど
。

.. 

う
矛
货
と
1

て
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
南
ア
'姐
邦
に
.
お
い
て
も
、
南
口
I
 

■デ
ブ
ア
に
お
い
て
も
、
後
渚
の
道
が
採
ら
れ
た
の
セ
あ
る
。
卽
ち
、
由
治 

領

^
は
^
>

0
が
、
.
そ
.れ
は
原
住
民
の
3
3
1
領̂
で
‘ゆ
な
ぐ
，て
>

由
入
の
宙
治
.
' 

f 

n

 

f

 

h
 ロ
ッ
パ
人
に
贺
通
選
擧
法
に
J

っ
て
參
政
權
を
與
え 

.る
こ
と
に
對
し
て
は
观
い
.抵
抗
が
あ
つ
'
た
の
で
あ
る
。
歷
史
的
に
み
て

'
英
：述
邦
.の
統
产
に
っ
ぃ
‘て
め
觉
义
进
”
ハ
上)

，
/ 

:

.
%、
由
人
居
往
植
民
地(white s

e
t
t
l
e
m
e
n
t
)

と
•イ
シ
ド
及
び
熱
帶 

''
觸

：.
'
.
卽
ち
植
民
地
.の
分
類
に
：お
い
：て
梗
資
植
民
地
纪
該
當
す
る
如
域
と
で 

.
は
、
所

謂

帝

國
雄
設
港

(
E
m
p
i
r
e

 

b
u
i
l
d
e
r
)

が
興
な
っ
て
い
^
2̂

撕 

へ
蕃
で
は
帝
國
建
設
者
は
そ
の
地
域
の
人
民
ハ
と
.

ぃっ
て
も
原
住
入
‘ロ
で
は 

な
い)

の

小

に
.a出
さ
れ
る
の
に
K -
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ 

ス
人
、
或
い
は
非
常
に
屢
々
ス
コ
ッ
ト
ラ
ゾ
ド
人
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
故 

鄕
を
離
れ
、
，
長

年

外

阈

(

植
民
地)

で
罾
し
'、
そ
し
て
大
て
い
は
老
年
に 

敌
鄕
に
隊
る
办
で
：あ
る
。

か
く
し
て
、
.
植
民
政
策
に
J
K
.
1
、.
役
資
植
民 

地
.、.
.或
い
；は
熱
帶
植
民
地
で.あ
々
.<■
も
、
そ
れ
が
自
治
領
に
#
格
し
た
場 

、
合
に
、
南
ァ
連
邦
の
ょ3-
に
支
.配
階
級
が
{
1
1
人

.の
場
合
に
は
、
や
は
.り
甶 

•

人s

治
領
と
呼
ば
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

，
 

/
こ
の
：ょ
う
^
し
^
各
る
と
'
第
ニ
次
大
戰
後
、
：
イ
ゾ
ド
、

パ
キ
ス
タ 

ゾ
、

セ
イ
ロ
ン
に.山
治
領
の
地
位
が
、
ビ
ル
^

に
少
な
く
と
も
形
式
的
に 

は
獨
立
國
の
地
位
が
與
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
*

來
の
肖
人
自
め
飢
の
成
立 

■•
.と
：は
全
く
異
.な
る
意
味
が
：含

ま

れ

て.1
-
>
.
る
。
卽

ち

、

：

イ
ン
ド
を
と
つ
て
み 

て
も
、
•イ
ン
ド
と
.パ
キ
ス
タ
ン
.の
ニ
國
に
分
離
し
て
獨
立
し
た
が
、
そ
れ 

.
■
は
.原
住
民
間
.の
'獨
立
運
動
：に
ょ
り
、
'
支
配
階
級
で
あ
る
尚
人
が
騮
逐
さ
れ 

.

て
.獲
得
さ
れ
た
.獨
，立
で
あ
.つ
で
、
.こ
め
i
う
な
乳
の
自
治
領
昇
格
は
未
だ 

\
瞥

：て
：行

迄

れ

な

か

っ

た-の
ヤ
あ
る
。.自
治
領
と
.い
う
名
稱
で
呼
ば
れ
て.‘ 

い
る
が
、
イ
ゾ
ド
、
パ
キ
ス
タ
ツ
は
ま
さ
に
ニ
つ
の
新
し
い
獨
立
の
共
和 

.
國
で
あ
ヴ
て
、.；：'そ
：の
點
欠
お
い
：て
は
、
ヒ

れ

ら

. 一

一.國
の
ぼ
治
領
の
地
位
の 

-
簏
得
は
:'
;
'東
南
ァ
：ジ
.ア
ナ
帶
め
民
族
運
動
と
、
そ
.の
成
果
で
あ
匁
獨
立
鳆

得
と
に
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
，
^
あ
る
。

.
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ガ
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.三
田
學
會
雜
誌
第

四
十
七

卷

.
第

七

铖.

■
か
く
し
て
、
帝
國
が
ら
迎
邦
へ
.の
移
行
の
時
期
の
問
題
は
、
連
邦
，，
 

A
c
o
z
n
m
o
n
w
e
a
l
i
h
)

.と
い
i
ipl
葉

は

、
へ
第
一
一
^
大

戰

前

よ

り

用

.い
ら
れ 

て
，.い
^
に
.せ
よ

、
特.に
戰

後

に

盛

ん

に

，唱

え

ら

れ

る

^,
ぅ
に
な
つ
^
こ
：
と
，
 

に
.：つ.い
て
は
そ
れ
だ
_け
へ
の
'赏
味
が
あ
.る
：と
思
わ
れ
る
5
舊

植

民

地

：に

お

げ
'. 

方
第
二
次
大
戰
'後
に
.特
に
激
烈
化
し
た
埒
族
運
動
と
そ
れ
に
よ 

>獨
立
.の
'.

.惑
求
に
對
し
て
、
英
本
國
#
11
1
'己
の
植
民
政
策£

で
，
之
に
對
應
し
て
採
：' 

つ
.だ
§

、
’
.
卽
ち
投
資
植
民
地
の
自
治
領
昇
格
、
換
言
す
れ
ば
白
人
自
治
'
: 

嶺

.で
な
い
自
治
領
の
.成
立
：
：
-;
の
事
實
は
確
か
に
劃
期
的
众
も
の
で
あ
つ
_ 

そ

、
.連
邦
が
帝
國
と
、
：名
稱
だ
け
で
なv

內
洛
.が
異
な
る
も
の
.で
あ
る
な
. 

ら
ば
、
：
こ
の
：點
に
ぞ
の
薆
異
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
众
い
。
し
た
が
. 

つ
て
移
行
の
時
期
を
、

ァ
.ジ
：.ア
に
お
^
.る
_
治
領
の
，成
立
、
.卽
ち
ィ
シ
. 

，•ド
、

パ
キ
ス
：
タ
シ
、
：'：
セ

\
-ロ
，シ

め

三

咱

治

領

0
成
立
に
お
く
と
.と
は
充
分
：
 

意

味

が

'あ

る

と

考

え

ら

れ

る

0
,
_ 

.

.
か
く
し
て
、
連
邦
と
い
ぅ
時
、
.そ
れ
が
含
む
最
も
微
妙
な
問
題
.は
、
新
、
 

し
い
民
族
獨
立
の
要
求
に
應
じ
て

、.■如
何

に

し

て

，
英

本

國

(united 

.

K
i
n
u
o
m
)

が
苗
己
の
國
際
的
統

3

と
し
f
の
：帝
國(

E
m
p
i
r
e
)
.

の
..

V 

•
體
制
を
再
編
成
す
る
か
V 

y
cの
政
治
的
解
決
策
と
し
て
の
^
㈣

s

i— 
T
n
o
n
w
e
a
l
t
b
)

が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。、
本
國
の
政
治
的 

ヾ
繁
縛
力
は
、
各
構
成
耍
素
に
自
治
を
興
ん
る
と
と
に
よ
り
弛
緩
す
る
と
と 

は
隱
れ
も
な
い
事
實
で
.あ
る
。
嘗
て
は
英
本
國
に
带
國
金
體
を
把
え
る
に 

■禿
分
な
經
濟
力
、
：軍
事
力
の
.裏
附
が
あ
.つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の】

一
要
素 

ノ
は
第
一
ー
次
大
戰
に
よ
レ
急
激
に

1|
體
化
し
た
。
；
こ
(0
時
に
あ
た
り
、
更
に 

.政
治
的
緊
狒
力
を
弛
め
、
し
か
i
な
お
、
'如
何
に
し
て
逋
邦
全
瞪
の
統
一

:

i

-

.

.
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:
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h
'a(

七
四
〇)

：

、

の
，紐
帶

I
’保
持
さ
れ
る
か
。If

邦
の
統
一
の
絆
は
何
か
、
と
い
ぅ
こ
と
が 

次

^
i

•
ら
れ
る
間
題
で
.あ
る
o 

: 

' 
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2

連

邦

の

統

i

識
發
生
の
感
史
的
基
盤

.

.
-
A
u
u
u
^
- 

I

新
自
治
領
に
お
け
る
%
の
可
能
性
I

 

.，

治
組
織
が
民
族
國
家
：で
ぁ
る
場
合
に
は
、_
.そ
の

钸

ー

の

.載

礎

と

し 

て
、

第
ー_に
入
@
の
^

5 1

、
、§

ー£

1

吣、
^
垮

'罾
!8
、
佘
敎
罾
、
文 

■化
の
共
通
、
：第
三
に
地
域
、
.
.讀
&
之
と
關
係
1
て

政

治

的

、

經

濟

的

單

位 

の
共
通
が
考
え
ら
れ
るV

そ
しV

之
等
の
i

に
基
づ
い
て
、
各
人
ば
民

族
國
家
の
ー
鼻
で
あ
り
.、
今
の
各
々
.の
忠
誠
を
民
族
國
家
に
捧
げ
る
こ
と
. 

.が
至
高
で
あ
る
と
す
る
、
冬
の
ょ
う
.な
團

結

意

志

が

形

成

さ

れ

^
!
一

 
政
治 

.

.的
境
界
と
人
種
的
、
■或
い
は
言
語
的
.歡
界

が

.
一

致

す

る

こ

と

を

要

求

す

る

.

. 

% 

も
’の
と
し
て
、：

政
治
的
組
織
の
理
觀
形
爾
と
し
：て
の
民
族
國
家
が
考
え
.ら 

.

れ
て
も
、
ゝ
ご
の
.ょ
う
.な
民

族

國

家

は

旣

，に

十

九

i

的
で
あ
る
か
.も
し
れ

. 

な

十

.世
紀
に
お
い
て
は
、民
族
國
家
は
政
治
的
單
位
と
し
て
狹
少
に 

$

、

安
全
保
障
の
點
に
お
い
.て
.不
十
分
で
あ
り
、T

國

民

經

濟

體

系

ぱ 

:
#,
#
經
濟
關
係
に
お
い
て
、
.も
は
や
自
立
で
き
な
く
な
つ
て
い
.る
。，第
一
.

一

.

.

次

大

戰

が

終

ジ

に

近

づ

.く
に
づ
れ
て
、
：1

を
得
ょ
}
と
1>
:
て
い
た
主
惑

.' 

'雰
の
い
ず
れ
も
、
古
い
意
味
で
は
民
族
主
義
的
で
な
‘い
こ
>
が
指
摘
さ
/ 

れ
て
い
る
P
类

課

も

と

.の
i
う
な
新
し
い一

潮
流
の
中
に
生
れ
て
き
た
、

. 

/■
■1

-つ
.の
國
際
的
組
織
で
あ
る
が
、
.こ
の

よ

う

だ

多

儲

の
.デ
シ
.ョ
ナ

リ

チ

.
ィ 

..

.

.を
含
む
組
織
、
力
丨
：

(Carr). 

.

•う
多
民
族
爵
：

0

•統
一
.意
志
.ば
如
何

■

- 

' 

.
'

匕
し
：で
發
生
す
る
こ
と
が
番
宏
ろ
う
か

0v.
'
;'
. ノ

..
-.V, 

'
.
:
.
■
.
/
.
 

.

.謙

の

^

^
理
念
は
今
世
紀
に
.入(

っ
_

し

く

發

展

し

'
、
.

「

翳

さ

れ
- 

:た
の

で*
.る
が

、
：そ

办I

理

念

は

十

七

世

紀

初
■
な

英

藝
Q

n

g

-

.

に
：̂

し̂

で

い

を

と

沄

わ

れ

る

’
そ

吖

原

趣

吖

ー

づ

故

人

へ 

_
■.

主
義
と
で
も
一K

う
べ
‘き
もQ-

で
あ

'?
て

、
ハ
亂
王
：ぬ

激

す

る

淑

誠

亂

念

ひ

中

:■

. 

'
に
生
れ
|

は
、
‘霞
へ
妨
っ)

て
%;
、
"そ
：̂

^
對
す
石
廳
女
檐

，

'

■

て
行
く
、
ど
い
う
£.
.も
で
あ
を
。#

ち
、
襄
國
人
於
何
千
哩
_

た
植
埒
'.
.
.
' 

.

.
'地

ね

行

つ

セ

も

、
.
：窗

 ^
€

^
0

 

對
す 
>

c

^

s

®

_̂l'
o

:

t

o

-

^

■
/ 
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.
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で

あ

る
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.

連

邦

が

基

礎

を

お

：
い
：
て

い

る

英

國

法

の

今

一

つ

の

古

い

原

理

は

、

居

ft
、 

•
植
民
地
に
移
住
す
る
場
合
、
移
保
者
は
本
國
の
智
通
法(

C
Q
m
m
o
n

 l
a
w
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を
携

X:
て
.
' ゆ
く

と

い

う

こ

と.で
あ
る

.
.0
こ

の
原
理
.か
.ら
歸
結
す
る
こ
.と

. 

;
.は
、第

：：

一

に

移

住

渚

は

英

國

人

の

も

つ

市

民

權

す

ベ

，
て

を

所

有

し

た

と

い 

.
う

こ

と

、
：第
ー
.
1に
、
王
冠
が
移
住
者
の
、た
め
に
形
或
す
る
い
が
な
る
憲
徒
.
.

' 
:
の
.中
に
も
、
.
.常
に
課
税
權
を
も
つ
と
ミ
ろ
の
代
議
政
體
を
含
む
ノ
卽
ち
®!
.

.

.
,
會
制
度
を
持
.つ
.て
行
つ
た
と
い
う
こ
と
'で
.あ
る
。——

こ
の
よ
う
に
論
じ
.

:
，て
パ
1
ヵ

ー

q
»5
$
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>

aは
资

忆「

連
^
の

，
統

一

.

.
は

政

治

的

統
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:

の
何
も
.の
が

.
で

あ

る
:'
'
0.そ
れ
は
少
な
が
ら
ぬ
程
度
に
お.い
て
、
政
治
的
統 

:
」

と
同
樣
.に
文

化

的

統

：
ー

^

る̂
。
.連
邦
の
街
民
は
、
.產

に

お

い

て

同 

:

K

X言
語
を
頭
，ち
、
..大
體
に
お
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シ
ェ
ー
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ス
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^
!T.
と
パ
1
グ

(wUJke>.

は
.ヵ
チ
^

、
. 

k
ユー

ジ
！
ラ
シ
ド
に
お
け 

,

4
と

織

祀

、
'ィ
ソ
ド
.、
。ヘ
キ
：ス
タ
ン.文
知
ら
れ
てi.

る)

。
同
じ
ス
ポ 

•丨
ッ
.
>ス
.
'
ボ
U
!ッ
+に
對
す
る
同
.じ
.
度̂
を
も
頭
_ち
.、
■よ
り
二
'層
頭
.つ
よ
う 

:

:に
な
つ
て
.き
て
い
る
。'こ
れ
^'
の

も

.0
も
ま
た
、'董
要
な
も
の——

共
通 

!:
'
0'
生
活
方
後
と
共
通
の
交
明
の
型
に
向
う
：と
.こ
ろ
'の
.も
の

で

あ

る

。

」

.
之 

:述
べ

て

.
い
'%
:1;
か
し
彼
の
ー
|

^「

政
治2

R

の
.何
も
の
か」

は
、
ィ
ン 

:
;'
■.、.ド
と
パ
：

「

^
ネ
：タ
.
.
.
ン
取
#
に
忉
さ
れ
.て
.い
る
と
麻
承
う
も
の0 -
'
、
.
自

人

自

治
 

.
•■，領

に
の
^

®

^

Î

.
で
あ
る
こ

と
^

^
で
あ
る
:.
0

,

^

^

に̂ 

■お

い

て

ば.'
.そ
れ
が
§

植
1

.>
#

^

れ
る
よ
う
に
龙
國
4

^
の
移
佳 

V 

'者
が
そ
と
に
婼
住
し
て>'
'
.
.
そ
の
土
地
の
人
民
と.な
ゥ
、
そ
の
地

の

原

集

』 

の
•勢
力
は
、

驅
逐
さ
れ
る
に
せ
よ
、

絕
滅
さ
れ
る
に
せ
よ
、

問
題
と
す

て
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。

し
た
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M
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-趣
念
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1
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v

i:
'
'^;
だ
い
，

1
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1
3
1
1
§:の
殖

: %
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從

屬

片

克

な

い

：響;'
<
0
-念
1
.が
生

； 

れ

る

:£
ど
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'
可
能
ヤ
あ
ろ
ぅ
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し
か
し
卑
の
理#

チ̂V:

ョ
护
v

-t
1
-
メ
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:;
共

！

M:

に
^

し̂
.で
紛
厶
ど
い
方
こ
^
は
、
ー'
"
&ば
2
!
1
^
邏
生
的
性
質
の
：も'
.

の

で

あ1
?て
、.，
そ

れ

は

强

さ

で

あ
^
と

同

時

ぽ

弱

さ

セ

：：も

あ

.る
^
こ
の
*± 

:;
■
;

ぅ
な
發
生
の
條
件
の
缺
け
て
い
ふ
熱
帶
麗
地
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：お
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太
は
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こ
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：理
念
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れ
る
ベ
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も
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デ
；リ
；テ
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帝
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ョ
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^-
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自̂
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導
入
す
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^ :
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敗
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^
か
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ッ
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に

對

し̂
找

同
1:
:
お

が

祀_
成

功

し^
 

ハ

多

く

办

熱
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篇
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で
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:
、
:-
-
ユ
r
ジ
1

7
ン
ド
、
,-
'

^

I 

.

:'
;
一
 

_:K

植
民
地
で
：料
_

3
1

ド
：ッ
ー*
<を
ー
あ
る
奮
、
.：甴
-
<に
よ
つ>
史
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植
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#
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應
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と
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ル
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應
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往
玛
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程
度
が
，
 

.

.

-.
滅
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理
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あ
り
、
無
力
で
あ
り
、
民
族
的
に
覺
醒
し
か
か
っ
た
故

■

に-
H

人
支
配
の
种

磨
に
.；謹
ざ

せ

ら

加

たと
. ：

判

斷

す

る

方

が

農

で

あ

ろ

う

。
‘
し
た
が
つ 

.
て
、：：
羝
算
民
族
的
に
覺
醒
屯
た
ィ
ゾ
ド
人
、
ビ
：ル
へ
マ
ル
は
、
ぞ
：の
成
熟
に

っ
.ヾ 

へ
れ
で
由
入
社
#-
に
齓
應
さ
ー
杂
、
へ
返.っ
：て
反
撥
し
て.ゆ
く
動
向
を
迪
る
。

一
上
述
：の
^
^
な
方
歡
を
も

つ
そ
彼
ら
' 0

_

を
傭
決
し
よ
う
と
ず
れ
ば
、

'

何
日
ダ
で
^
つ
て
ふ
解
決
^
な
い
の
は
慕
屯
あ
ゲ^
ア
ジ
ー
ア
が
新
し
い
：

へ
自
治
領
に
；っ.い
て

..：
は

迎

邦

の

統

1

め
®

礎

を

：
ナ3
ナ
1;
:
'テ
ィ
の
共
通
に
来. 

:
、

：

め
ゐ
と
：い

デ

漢

：
は

應

用

ざ

办

る
こ
‘

と
被
で

き

な

ぃ

。

む
し
ろ
ア
ジ
.

ア
%

:

域
に
-お
い
て
は
入
種
、.
_化
、
地

域

、
，
共
に
臣
人
と
は
異
な
る
も
の.で
あ
.
- 

.

り
、
い
ナ
V
3.
ナ
リ
テ
.

ィ
を
甚
盤
と
し
て
統
一.
.意
志
如
育
成
す
る
こ
と
は
；个 

ニ
可
魯
知
る
ど
：う
認
識
に;*
た
欢
げ
れ
ば
：な
ら
な
い
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英
本
國
の
制
度
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.

り

、
，
理

念

な
'り
は

、.磁

民

地

に.移

警

れ

、
.
ぞ

こ

で

地

 

文

化
..

に
適
應
さ
れ
た
9:

で
|

蘇「

そ
の
過
程
に
.お
い
て
、
英
國
の
制
度
の
率 

:

軟
性
が
: ^

ス

ト

さ

れ

：っ
，
つ

與

る

、

.
と
い
う
。
.

「

テ
ス
ト
は
、
入
生
の
宗
教
‘ 

:■
:

的

且

，
っ
：文

化

的

基

盤
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非

常

に

興

な

つ

て
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1

新
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^
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ア
諸
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お
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前
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む
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:
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茭
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叹
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携

え

て

い

，
P 

.た
と
云
わ
れ
る
責
任
政
府
丫
議
會
制
度
の
最
大
の
テ
ス
ト
も
、
.

「

東
m
の
、
-
.

.文
化
が
-
*
ヶ̂
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。
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ズ
'
ム
內
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
^

長
し
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來
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球
英
國
ナ
シ
ョ
ナ
リ
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ム
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邋

に
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し
^

い
と
！

K

わ

れ

る

。
、
何

故

な

ら

、
，
そ

れ

は

茨

國

ナ

シ

ョ

：
：

；
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^
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。
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植
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；
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を
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'
連
邦
が
基
礎
を
卞
い
て
ぃ
る
理
念
、
信

仰

、
.
府
動
原
理
を
定
義
す
る
こ 

と
の
困
難
な
こ
と
，に
'
.つ
.い
て
、
：
コ1
ト
マ
，
ゾ.は
、
：
こ
.れ
ら
が
植
民
地
成
穽 

.
似
來
の
歴
史
に
靡
じ
て
進
化
し
て
き
た
の
で
あ
つ

.

.で
、'
-
.
.
固
定
し
，た
理
論
、 

或
い
ば
明
確
に
形
成
さ
れ
た
理
念
構
造
に
ょ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
由 

i
る
、

と
斷
り
な
が
ら
、-
彼
が
こ
の
原
理
を
追
求
し
た
結
果
は
結
局
次
の
ょ 

ぅ
な
も
の
で
あ
み
。
歴
史
的
に
英
國
人
汰
、
彼
ら
が
大
ブ
リ
テ
ン
の
市
屄

, 

\

 

四I 

(

七
四
三)

，
.



!1\
パ

:
,
'
:
ぐ
-:
:..';
フ
:'
.
:'
'

.

:

.

:

:

^

' 

ベ
.：：

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
中
に
彼
ら
自
身
が
含
ま
れ
て
い
る
、
よ 

り
大
き
な
政
^

織̂—

英
逋
邦
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ 

せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。更
に
、彼
ら
の

ー㈣
®

が

よ
り
大
き
な
政
治
組
織 

の
力
と
嗯
l.
f
.
l
さ
に
非
常
に
密
接
に
關
痛
し
て
•お
り
、
年
と
共
に
益
々
依
存 

.
レ
つ
.つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
學
ん
で
き
た
*

7—
-

の
で
あ
■る
。

E

分
が
一
國
の
國
拔
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
廣
い
糾
織 

，
の1

員
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
結
局
ナ
ン
ョ
ナ
リ
ズ
1
の(

サ
質
と
岡
じ 

ー
く
精
舯
的
な
も
の
、
あ
る
心
理
狀
態
9

of 

m
i
n
d
)

に
外
な 

ら
な
い
°.
.連
邦
の
+原
理
と
し
そ
先
に
擧
げ
ら
れ
た
議
|

度̂

も

、
：そ.の
本
，
 

踅
は
、

r

業
務
が
遂
行
さ
れ
る
形
式
的
處
、理
方
法
で
は
な
く
て
、
妥
協
し 

:-

よ
う
と
す
る
寬
容
と
意
志
で
あ
り
、
そ
の
差
異
は
、
暴
力
に
よ
ら
ず
、
議 

論
と
說
得
に
_よ
つ
.て
解
決
す
る
.と
い
う
決
意
で
あ
る
。
'と
の
よ
う
な
精
神 

:
は
、
す
べ
て
の
純
終
な
議
會
制
度
の
明
白
な
特
徵
で
あ
る
。
連
邦
を
通
じ
：
 

て
、
興
な
つ
た
制
度
上
の
形
態
に
表
現
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
精
神
は 

明
瞭
で
あ&

.

 

>
s
.
わ
れ
る
。
、法
律
的
に
連
邦
の
發
展
を
眺
め
れ
ば
、

一
：
 

九
三
一
年
の
.ゥ
.
'ェそ
卜
.ミ
ン
ス
、タ
ー
條
令
に
よ
つ
で
、
自
治
傲
の
地
位 

\
は
：、
.完
全
な
主
權
の
.獨
立
と
、
-.
.も
し

自

治

領̂
國
民
と
議
會
が
そ
う
す
る
，
 

こ
と
を
決
定
す
る
な
ら
、
連
邦
か
ら
金
く
離
脱
す
る
自
出
を
含
む
こ
と
が 

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
歌
、
ソ
迪
の
k
タ
ー
リ
ン
襲
第
、一
七
條
の
規 

隹
、
述
邦
_
成
各
共
和
國
に
對
I/
て
は
，ソ

連

撕

か

ら

自

由

.に
脑
退
す
る
權
，
 

利
が
留
保
さ
れ
る
.

I
と
同
樣
で
あ
る
。
.ソ
連
に
.お
い
て
は
未
だ
こ
の
權
. 

利
を
行
使
し
た
國
は
な
い
の
に
反
し
て
、
英
連
邦
に
お
い
て
は
工
I
ル 

s
i
r
©
)

と
ビ
ル
マ
が
、

赞
際
に
迪
邦
か
ら
脫
退
し
た
。
英
本
國
の
自
治

/■ 

' 

四
ニ 

(

七
四
四)

領
に
對
す
る
内
政
外
政
の
干
渉
は
次
第
に
減
少
し
、

一
九
三
九
年
以
來
、
 

.启
治
領
が
事
實
上
英
本
國
と
同
樣
に
自
由
に
、
獨
立
に
•#
交

.上

の

政

策

を
 

決
定
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
迎
邦
の
基
礎
で
あ 

る
理
念
が
、
多
く
の
論
^P

說
く
よ
う
に
、
各
メ
ン
バ
I
が
あ
ら
ゆ
る
部 

'商
に
お
い
て
完
全
な
0

を
も
つ
と
y

こ
と
に
お
か
れ
る
な
ら
ば
、
そ 

の
行
勤
原
理
は
、
济
メ v

パ
ー
間
の
協
議
と
一
致
に
よ
る
外
は
な
い
。
權 

威
と
支
配
の
代
り
に
.協
力
ト( ？

op®rati§
)

と
協
議(consulta— 

tion
)、

或
い
は
對
等
關
係(co-ordination)

が
、
英
本
國
と
自
治
領 

と
の
.間
'の
眞
の
關
係
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
.協
力
と
協
議
の
實
際
の' 

制
度
、
そ
.の
任
に
當
る
官
吏
と
し
て
は
、.
總
督
' 
.
副

總

弩
 
'高
等
辨
務
官 

.及
び
ダ
：ラ
ゥ
ゾ
等
が
敷
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
職
能
も
亦
、
；；

21

治
領
の 

■地
位
の
：向
上
と
共
に
.徐
々
に
形
式
的
な
も
の
と
な
.り
っ
っ
あ
る
。
例
え 

ば
ノ
繳
督
は
自
治
領
に
お
け
る
英)

國
王
の
個
人
的
代
表
で
あ
っ
て
、

.ロ 

.

X.

ド
ン
と
自
治
領
政
府
と
の
間
に
介
在
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
ニ
ム
ハ 

M
の
パ
^
フ
ォ
ァ
宣
言
の
採
用
故
來
、
總
督
は
、
國
王
が
英
本
國
の
政
治 

に
，お

い

て

果

す

と

同

じ

役

割

を

、

'自
治

領

の

.政

治

に

叙

い
て
果
す
べ
■き
で 

:

あ
り
、
ど
の
故
に
總
督
は
現
在
で
は
自
治
■領
の
大M

の
助
言
に
よ
っ
て
行 

,動
し
、
自
治
領
、の
大
臣
は
、
’
.そ
の
^

の̂
責
任
を
自
治
領
議
#
に
對
し
て 

も
っ
の
で
あ
レ
0̂
っ
ま
り
、
總
督
は
次
第
に
英
本
國
の
代
表
と
は
見
做
さ 

.

れ
なV.

な
つ
て
含
た
の
で
あ
る
。

の
國
玉
の
個
人
的
代
表
と
し
て
、
 

自
治
領
洛
め
に
總
督
が
派
遣
さ
れ
る
と
.い
う
統
治
形
態
が
崩
れ
て
き
た
現 

在
に
お
い
て
は
、•
'連
邦
ぬ
異
な
.る
ス
y
パ
ー
間
の
協
力
と
協
議
の
だ
め
の 

■

手
段
と
し
て
.は
.、
交
通
通
信
技
術
の
進
步
に
よ
つ
て
可
能
と
な
つ
た
1

®
接
の
i

が
用
い
ら
れ
、
又
將
來
に
お
け
る
そ
の
赞

行

と
手
段
の
•最

も
 

重
要
な
も
の
と
し
て
密
國
議
會

^
^
,
. 

(
E
m
p
i
r
e

 

P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y

'- 

'
 

- 

. c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

^

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

.
0こ
の

會

議

に

お

い

：.て

各
メ

シ

パ
I
は
迪
邦
の
僩
.々
の
.プ

國

の

代

表

で

あ

る

と

同

時

宍

速

部

金

體

の

'.
.

〉

;v-
:
-
.
'
;
v

々

-.
.
:
'
':
/

一
 
員

と

し

て

め

代

表

、
；
と

い

ぅ

ニ

重

の

.性
格
を
も
つ
て
、い
：る
。
そ

の

他

各'
. 

顔

...：
:

.

:省
間
の
i

^
.v
^:
H
iの
往
來
等
が
j
な
わ
れ
る
が
、
要
す
る
，に
述
部
內
部.

の

關

係

ば「

家
庭
的
或
い
は
家腕
1」

で

あ

り

、
，
外

_

間

の

關

係

に

比

べ
 

て

「

よ
り
親
し
く
、
±;
り
非
公
^
1
で
あ
る
こ
と
を
特
徵
と
す
る
。
こ
め.

,

言
葉
は
、
植
民
地
と
本
國
と
の
關
係
に
お
い
て
、
ボ
ル
ン
ハ
シ
ク

(

叻
日
^
丨 

|
む

.,
:
:
'
'
'

.;
;
へ

が

、
：植民地は國際法的には

.內
國
'
國
內
法
的
に
は
外
國
で,■
'

一
 

，

あ
る
と

し
た
こ
と
.を
想
起
さ
せ
る
。
：
じ
が
し
植
民
地
の
場
合
は
本
國
か
ら 

W

/:'

ハ

.

^7
,
.

.

の
.政
治
的
支
■
關
f

存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、

.英
連
邦
.の
場
合
ば
政
治少
 

的
緊
純
力
が
弛
緩
し
て
、
精
神
的
紐
帶
の
み
に
よ
っ
て
こ
，の
關
係
が
維
持 

: 

，
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

‘ 

、
 

.

.

、
.

ノ

英
逋
邦
の
よ
ぅ
な
組
織
の
金
體
拽

(entity
)

は
法
律
に
よ
っ
て
雜
膝 

..
'

•
\さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
自
田
連
合
に
の
み
よ
る.こ，と
_が
で
き
る
。.'「

带

國

內
.

で
，•の
フ
ヱ
ア•

ブ
. ：

レ
ィ
と
自
li
{
な

表

現
，

(free 

©
^
p
s
s
s
i
o
n
)

の
精 

,

神
が
英
迪
邦
に
結
實
し
た
。
そ
れ
は
ユ
ニ
ー
ク
な
自
治
國
民
の
^
ム
ロ
で
あ
，

.

.

. 

'

り
、
ぞ
の
メ
ン
バ
、丨
は
そ
の
，樹
立
或
い
は
意
志

(
a
m
l
b
i
t
i
o
n
)

を

犧

牲
一 

.

,

に
•す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

メ
ン
バ
’
Iの
^

一
 
の

義

務

は

彼 

ら
す
べ
て
に
影
嚮
す
る
祺
項
に
つ
い
て
脉
議
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
義 

: 

‘
務
は
同
意
?.
€
>
|
|
果
で
ぁ
っ
>
>、
茭
配
權
カ
の
欲
求
に
對
す
る
服
從_の
結

果
_
:
' 

' 

で
は
な
い
。

」

法
律
の
，上
に
痤
て
ら
れ
て
い
る
社#
は
、
移
り
變
る
砂
の

.英
述
邦9

統
一
に
っ

い
て
の
裳
え
書(

上)
.

.

. 

(
9〕

.上

.に
建
て
ら
れ
て
'い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
法
律
が
■な
す

こ

と

の

で

き

- 

.る
こ
と
.は
、
確
乎

->
-し
た
基
礎
を
も
づ
た
建
物
を
支
特
す
る
こ
と
、
暗
*1C
'

に
よ
る
表
現
^.
--
や
め
れ
ば
、：

國

民
の

必

要

と

意

询

に

形

式

的

表

現

を

興

え

•

■.
;
. 

'る
：こ
と
で
あ
り
、
英
^Q

傳
統
に
お
い
て
は
、
法
的
權
力
の
姓
質
と
範
圍
'

は
、
.そ
の
實
枉
の
方
法
よ
り
も
重
要
性
が
少
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
诌
由 

「

な
連
合
と
い
う
こ
レ
は
鄭
ち
、
美
務
を
伴
が
わ
な
い
.と
い
う
ご
と
，で
あ
.

る
。
.：自
©
に
喜
ん
で
援
助
す
る
と
い
.う
こ
と
：で
あ
る
。
英
速
邦
は
む
し
ろ
'

同
窓
會(

a
n
.
o

'sb
o
y
M

. a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

の
よ
う
な
も
の
で
、
從
つ 

て
連
邦
內
部
叹
關
係
は
外
國
間
の
關
係
事
項
で
は
な
い
と
良
穴
。
こ

の

よ

.

メ

 

:

う
な
感
情
的
要
因
は
非
常
に
肝
要
.で
あ
る
と
V
て
、
こ
れ
は
如
何
な
る̂

源

を

在

つ

，
か
。

英

本

國

と

自

治

領

は

、

一
殷
的

'に
同
0 .
^

か
ら
出
て
來
た 

と
'い
う
理
©.
で
：.，
そ

ゼ

で

又:'
彼
ら
.は
ー
諸
に
や
つ
て
ゆ
こ
う
と
努
め
^

' 

, 

い
る
故
に「

旅
の
道
づ
れ(f ellow-traveilors) J

と
な
る
べ
き
傾
向 

\ 

が
あ
る
と
一K

わ
れ
る

.0
'し
か
し
、
同
じ
根
と
い
う
こ
と
はiii

人
自
治
領
に
：

:

お
い
て
の
み
妥
當
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
^

と̂
こ>0.

が
そ
の
均
人
社
會
' 
.

で
さ
え
もH

I
ル
の
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。H

I
ル
は
第
二
次
大
戰
中
遂 

に
.參
戰
し
.
なか
つ
：
た

。
.英
本
國
が
最
大
危
急
時
に
あ
る
時
に
、
全
然
協
力
'

し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
，し
た
が
つ
て
、
大
ブ
リ
テ
ン
の
與
論
は
.；

IE

治
領

'市
民
を
、
.I
n

ナ
ィ
ル」

フ'
' /

ド
人
ざ
え
も
、-

-
-
-

外
國
人
と
：見
做
さ
な

い
。
诌
消
領
の
興
論
は
、
英
國
人(Briti

s
h
e
r
)

を
外
國
人
と
兑
做
さ

.

な
.
ぃ
、
と
沄
い
.乍
ら
、
:'
エ
ー
ル
と
^

:の
あ

る

瓿

分

奴

例

外

と

.さ

れ

な

け 

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
、
 

, 

、

.
卦

_
連
合
に
.：お
け
る
稷
助
に
：は
義
齋
が
女
い
の
で
あ
る
か
ら
、
協
力
す

：

) 

' .
.

へ

: 

.
'
-:
.v
.
;
.
;
へ
--
:
-^:
'
•'
.
:
1
-
へ，
:.

(

士 ■ 四
：.

五
：

)

'
:
.
:
::

>

.
 

' .
て |
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p. 
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四
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七
卷
.第七
戤

*

/

-

-
-

.

,

■ 

■ 

■
■

-
-
-
.
:
, 

.
1 

\

»

. 

< 

' 

■ 

■ 

• 

■ 

-
• 

• 

.

.
-
. 

- 

- 

■

-

-

.

.

.-
■.
'•'
-
:
-
へ
へ̂>
-
意

救

が

缺

出

尤

.̂
;称

.

マ
エ'-
«
:
,
.
灰
0
扎

ぅ

な

事

態

が̂
?
は̂

當
^
^
:
:

:: 

::
'
:
.

」
v̂

る 

o 

.

.. 

.r 
人
^'
パ
シ
::
'
:の
^
.
は̂
.
'
;
^
}
^
/

を
.こ
と
.が
...
で

ぎ

教

ぃ

ひ

へ
^
ヵ

-L
''
A
.
.
.
.

,
は
、
穀
物
な
し
に
生
き
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
も
知
つ
て
い
る
。

.他
- 

へ 
へ 

.方
'一
愛
國
主
_
は

象

。
で

は

丸
v>
比

S

t
、
そ
が
な
し
匕
.
.
1>0.
の 

.
一,->::

的
金
體
性
を
雜
持
す
る.

Iは
®
^
汝
あ
る

。
'感
梢
と
物
質
的
利f

は
手
： 

:
を
携
え
て
行
く
、

そ
し
て̂

を̂
：分
離
ず
る
.以
上
に
固
難
た
も
の
は
な 

v

.;

.vv
r_
!
l政
治
的
金
體
性
を
保
捋
す
る̂

®
義̂
と
は
、
英
連
邦
の
場
合
は、
”

,
;
0
^
|

的
に
は
ク
.ラ
ゲ
>
べ
'の
忠
誠
ど
い
5
こ
と
で
あ
石
0
次

に

こ

：
め

間

題

' 

备

り

あ

げ

て

若

宁

の

：考
察
を
加
无
る
こ
と
：と
す
る
？
：

.：；：::
:
.
;
_

ノ
：
> 

-'•
'
.
,

(

1
し
-

f

 

0
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G
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e
a
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t
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'
v
r
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c
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f
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.'Ibid.,,

ゃ
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1
?

y
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內
原
忠
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植
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及
び
植
民
政
策」

「

叭
貢
參
趴

。
：
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8 
ン
.
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l
o
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-

-w
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J
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c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
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:
o
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i
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I
b
i
d
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'
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1
6
7
.

■

, 

.

..

■ 

-

4ク
ラ
ゥ
ン
に
對
す
る
忠
誠 

，

|

脫
退
め
間
題
|
 
'.パ 

-

」
•

;
英
帝
國
の
：統
一
の
表
面
的
：：(O

u
t
w
a
r
d
)

紐
帶
は
7
ラ
ゥ
y

に
葑
す
る
, 

■氣

で

：あ
.つ
於
、
d
沄
わ
れV

い
る
6
.:

su
か
し) 」

E

誠
ひ
覼
念
が
そ
の 

..
t

を̂
.ナ
ゾ
ョ
：ナ
ゥ
デ
ィ
に
お
く4,
の
、で
あ
る
と
す
る
と
、
ア
ジ
ア
め
新
. 

.

.自
治
領
に
は
發
生
：ず
る
_
盤
が
な
..い、
;>
'
'い
ぅ
.こ
と
に
な
る
0
'粟
國
の
：
ィ 

yv
ド
支
配
は
' 
ィ
シ
ド
に
民
在
主
義
的
精
神
を
敎
ぇ
、
' 經
濟
的
繁
榮
を
輝

.

. 

.ら
し
、
'文
化
的
水
準
、
.生
活
^
;禅
を
高
め
る
こ
と
长
成
功
し
た
。
英
國
の
.

' 

ン
植
民
政
策
に
對)

て
批
判
的
で
.ぁ
る
ホ
ブ
ソ
ゾ
：に
ギ
つ
て
す
ら
、
譲

9 

.

:,
ィ

x
r!
に
對
す
谷
政
策
は
、
ィ
'¥
リ
；ス
：霞
主
義
の
话
し
得
る
最
莨
の
記.

. 

.
#
&̂,
る
.が
.、
>
い
：づ
1て
英
國
の
.ィ
ン
ド
統
治
の
結
果
、
ィ
シ
ド
人
は
英

〈

\

.國
人
に
對
し
.て
親
近
感
を
%■
ち

、
、
し
た
が
つ

V

當
然
英
國
ク
ラ
ヴ
ゾ

に
對 

し
し
て
-
誠̂
の
觀
念
を
も
つ
と
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
'

:嫌
一
'の
紐
：帶

と

し

て

、
'忠
誠
觀
念
以
外
の
も
の
に
、：ブ
ロ
ッ
ク
は
防
衛
.

.

■ 

_問
題
.と
.經
濟
的
單
位
吖
間
風
を
ぁ
げ
て
い
■る
。
し
か
し
統
一
.的
防
衞
と
P
 

,ザ
的
經
濟
政
策
は
-.統
一
し
た
支
配
力
め
.存
在
す
る
形
態
を
意
味
す
る
。

■■
.こ
の

r
ぅ
な

政
治
的
統
一
蹬
に
加
.入
ナ
る
と
と
は
、i
ア
ジ
ア
の
.新
自
治
領
.

.
に
：と
つ
て
は
折
角
獲
得
1
た
新
し
い
獨
立
が
、
_再
び
ロ
’ン
ド
ン
が
ら
の
統
..

■

制
の
犠
独
に
ざ
れ
る
の
で
は
^.
い
か
と
い
ぅ
植
民
地
的
恐
怖(colonial 

.丨
1
6
3
2
:

)

が
存
在
す
る
故
^
へ
好
ま
し
く
な
い
と
こ
ろ
.で
あ
る
。
結
局
、
ブ

•

■.
'
.、
.ヲック代におい

V

帝
國
を
如
何
.な
る
局
面
か
ら
み
.て
も
、
統
一

の
眞
の
紐
帶
は
、
.理
念
の
：紐
-帶

で

あ

る.-
>
.
.
と

ぃ

ぅ

結

論

に

到

達

せ

ざ

る

を
 

:
得
な
い
と
云
-つ
て
い
る
の
.で
あ
?>
?
0-
。
. 

\

:

/
.
.

,

と

こ

ろ

が

、
，最

後

の

希

望

^

か

け

ら

れ

た

こ

の

ク

ラ

.
ゥ

ン

に

對

す

る

忠

.

■

誠

1|
1
體

が
、
' モ
ー

ル

と

更

に

ィ

や

ド

共

和

國

の

敗

現

に

.

.よ
つ
：て

大

ぎ

い

打
',
' 

.
擊
を
ぅ
け
た
の
で
あ
る
O

F述
邦
の
.メ
シ
バ
i
-の
平
等
と
自
治
と
い
^g

 

•
.則
は
、
兖
全
に
ク
ラ
ゥ
ン
を
分
割
^
た
^
卽
ぢ
ノ
ク
ラ
ゥ
シ
は
諸
國
民
に
.

■よ
つ
.て
.分
割
さ
れ
た
ひ
で
あ
ゐ
が
.>
そ
れ
が
現
在
で
は
共
通
の
ク
为
.ゥ

，
. 

'.
.
ゾ
、

同
5
王
國

...

.

(

1

£1
0

§
&)

.の
入
間

(the. p
e
r
s
o
n
v
-

と

し

て

.、

.
メ

'/
'
シ
パ
ー
の
-1
|
|_

意

志

に

よ

つ

て

受

容

さ

れ

て

ぃ

る

と

い

ぅ

バ

ー

九

三

五

年

一 

の

ィV

ド

政

霞

令.
9泛)

ノ
は
、./
>
ク」

フ

ゥ

ン

は

ィ

ン

ド

統

治

に

.お

い

ず

.

.

 

へ
次
の 
一'

r

現
の
.み
.に
行
動
す
.る
こ

と
を
剛
ら
か
に
し
た
。.卽
ち
、
■
督

：の
任
，
： 

.命
と
同
令
官
の
任
命
の
一
一
項
で
あ
る
。

後

考

は

間

も

な

く

駿

止

さ

れ

、

前

：

.

:

渚
は
、
：總
督
は
連
邦
の
他
の.；メ>, バ

ー
と
：&

に
V:
失
々
の
自
治
領
晚
府..
•'

 

.、
の
勸
^
め
^
に
ク
ラ
ゥ
ン
に
よ
り
任
命
さ:aる
、
と
.
.い
ぅ
こ
.と
で
^
容
さ
.
：
. 

.れ
た
の
：で
あ
^

.ィ
シ
ド
は
ィ
ン
ド
の
自.嵐
思
志
に
よ
り
連
邦
內
部
に
留.

.
、ま
り
、
ク
ラ
ゥ
.ゾ
を
連
邦
の
：管
長
と
し
て
の
國
王
，

(
(

£

5 ,
^ -
:

'.
'
.と
し
て
^

自
.
'
: 

凼
且
つ
平
等
な
國
家
の
迎
合
と
'

3
て
.
の
、'
.そ
.の
統
.ー，.
の
，象
徵
と
，し

て

. 

.■.
:
:
.
.
.
.
.
.

し
^

。
.：し
ヵ
^

そ
こ
.に
'
は
忠
誠
：の
酿
念
；̂
1

^在
し
な
い
.の
で
あ
る
0

か
く

し
て
國
王
の
^

.0
:て
ぃ
.た
ニ

重

の

機

能

〔

：

」

•
■
,

第 
一
>,
•■«十

七
世
紀
以

來

で迎
邦
の
.
全
國
家
の
個
々
の
：メ
シ
バ
r
す
べ
て 

/

の
共
通
の
.忠
誠
.の
’
蔽
石
，.(

日
！

ag:net;)

と
‘受
納
^

(recidient)

第
二
、
通
邦
の
メ
：ン
パ
I
國
家
す
べ
て
.の
、
そ
の
集
合
能
ガ
に：

お

げ

る

•

• 

(in its collective 

B
ff
l
な
逋
合
の
象
^

‘

英
逋
邦
の
へ
統】

に
つ
い
て
の
双
夂
啓
-
?
0

と
い
ぅ
ニ
重
の
機
能
の
中
、
ィV

ト
共
和
國
に
お
い
て
は
、
第
一
は
.否
：
 

へ
、定
ざ
れ
、
第
二
と
し
て
の
み
、
國
壬
は
認
め
ら
：

£
て
い
.る
の
で
あ
る
。
ィ 

■

y:
.ド
は
典
和
國
f
あ

る

，
か

ら

、
.ィ
ン
.ド
內

に.は
分
割
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ン
が
，
 

.■.，
存
在
す
る
.こ
と
は
、

と
よ.り不
可
能
で
.あ
が
。
'
.か
く
し
て
連
邦
內
部
に
一
. 

の
獨
立
主
權
共
和
國(a.sovereign 

i
n
dependent 

. 

r
e
p
u
s
e

 

★
包
含
す
る
よ
ゲ
に
な
っ
た
と
と
（

こ
の
點
に
お
い
て
%■
ィ

ド

の

辱 

'立
は
連
邦
關
係
に
お
い
て
劃
期
敗
な
こ
と
で
あ
る
。

.

, 

.
ィ
V
ド
が
卦
ff
l
意
志
：に
.よ
っ
て
迎
邦
內
に
留
ま
'る
決
意
を
^
し
た
こ
と
、，
 

.

,は
、
.英
國
人
に
よ
つ
て
輝
か
し
い
記
錄
と
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
ぅ
な
ア 

へ
ジ
ア
.の
嘗
て
の
.植
民
地
が
獨
立
し
て
尙
、
嘗
て
の
植
民
本
國
と
の
紙
を
斷
‘ 

た
な
か
っ
た
^
:
^
^こと
は
，
荚
國
植
民
政
策
の
善
で
あ
る
こ
.と
，の
證
と 

.」

さ
れ
、
そ
し
で
ホ
た
ザ
⑩
邦
の
銃
一
；の
可
能
性
.の
證
と
も
さ
れ
て
い
る
と
へ 

こ
6:
で
あ
る
0-'
.し
：か

し

英

國

と

ナ
$<
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
共
通
性
の
な
い
、
し
. 

た

が

っ

て

ブ

リ

テ
y

に
對
し
，て
肖
一
の
愛
^-
' 

日
©

.

の 

な
い
*

v

 

yド
が
、

連

邦

內

：に
'留
ま
.る
決
意
を
し
.た
の
は
な
ぜ
か_

_

迎̂
邦
'
.
. 

.;

.の
統
.ー.に
.お
い
て
'理
念
を
：强
調
す
る
ブ
R
ッ
ク
さ
え
も

、
.そ
れ
，は
、
.ィ
ン
.

:

ド
於
そ
れ
に
-よ
.っ
て
受
け
令
こ
と
淹
猢
待
し
た
實
際
上
の
利
益
の
計
弊
の 

上
に
.た
：.っ.て
.の
：決

意

で̂
る
、-
.
.とし
て
い
.る
。

ジ
3:
一一.ゾ
ダ
ス
は
明
瞭
. 

に
ヽ
イ
ン
ン
ト
は
迎
雜
內
に
留
ま
る
^
と
を
決
意
し
た
が
ゝ
こ
の
決
定
に
は
い 

か
な
る
感
情
的
：̂
盤

(Sentimental 

b
a
c
k
-
g
r
o
u
n
d
)

も
な
ハ
.、
と
‘

•

.指
摘
し
て
ぃ
：る

-0
:ィ
'/
ド
に
ぉ
ぃ
.て
は
：：ク

ラ

ゥ

シ

に

對

し

て

は

，

こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
反
對
の
感
情
が
强
い
の
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は 

イ
ン
ド
に
比
し
てク
ラ
^
ン
に
對
す
■る
反
感
は
少
な
い
に
し
て
も
、そ

れ

_

,

,
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C
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四
七
し
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一
.
,

ど
-:
い
;'
,
:
;
'
:

-'
:
-
:
.
べ
_

^

^

.誌
：-
:
第

规

千

£
對
す
る
特
別
な
感
愦
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
へ
ィ
ン
ド
、
パ
キ 

ス
タ

'/
、
そ
れ
に
セ
ィ
口
ゾ
を
加
え
.て
、
'こ

れ

ら

三

つ

の

ア

ジ

ア

の

新

自,
 

'ー
治
領
が
迪
邦
內.に
.留
ま
る
決
意
を
1>
た
の
：は
、
感
情
的
理
曲
か
ら
で
は-y
J
: 

く

て

輕

翳

益

に

基

づ
.い
て
に
他
な
ら
な
い0
"ジ
：エ

」

ー

シ

グ

每

こ

れ
,

 

ら
諸
國
に
と
っ

て

、.連
邦
加
ん
の
不
利
益
と
考
え
て
い

る

も

の
は
、

.

.第
一
、
人
種
的
偏
見
に
よ
る
碑
令
の
存
在
、
-:
'例
え
ば
.、
，オ

ー

ス

ト

ラ

リ
：
：
.

.:

ブ
の
：眵
民
政
策
に
.お
げ
る
有
色
人
種
の
除
外
。

く
第
二
、
英
本
國
と
め
連
合
は
帝
國
主
義
と
の
連
合
を
意
味
す
.る
.、
と
い

$

こ
と
？

.

.

.

■

..

■■

..
'

'

.

 

•

パ

'

:

第
三
、
'英
本
國
と
の
連
合
は
世
舞
の
權
カ
政
治
と.の
連
合
を
含
む
。
ナ 

.̂
ア
の
第
三
'勢
カ
と
じ
て
立
と
ぅ
し
て
い̂

ィ
ン
ド
に
と
つ
て
於
特
に,'

通
邦
へ
.の
加

入

は

、

多

か

れ

少

な

か

れ

、
權

力

、
格

權

、
.
'
利

益

に

對

す

る 

英
本
國
の
岡
^'
に

捲

き

こ

ま

れ

、
：
ま

た

、
ナ
シ
グ
ー
ロ

-'
.
ア
：メ
リ
力
；
'プ
户
.

.’ッ
ク
と
、

ソ
迎
及
び
そ
の
..衞星
國
と
の
間
.の
.鬪
爭
の
場
に
^
き
こ
.ま
れ

:.
.

.
る
？
.
:
- 

• 

. 

ニ 

-
.

次
に
利
益
と
な
.各
點
は
、

.

.、；
 

> 

V 

•

.

.
:
第

1
'、:'
-外
交
上
の
，觅
宜、
._. 
Q
O
H
P
M
^
O
W
M
i
p
^
w
e
l
a
t
i
o
tl
s..Q̂
ce.

,

■等
に
よ
る
情
報
網
の
利
用
。

第1

一
、
軍
秦
上
め
使
宜、
^

。
：
^

^

^

^

Royal 

Alr.'Forc<t
>.。

第
三
、
經
濟
上
の
便
宜
、'英
本
國
は
最
上
0:
馨

で

ぁ

.り
、
更
に
特
惠

、，如

稅

制

度

、
ポ
ン
ド
商
办
加
入
に'よ
る
使
宜
が
考
え
ら
れ
る。
.

:

第
四
、
文
化
上
の
便
宜
、
學
間
、*
技
術
f
英
本
國
に
依
存
す
る
こ
と
が
..

で
き
る
。
：

■- 

.

. 

.

 

> 

'
.

•

.
,

'

.

.

四
.六
.
.(

七
四
八)

お
の
利
益
と
不
利
益
を
比
較
し
た
結
果
、
利
益
の
方
が
大
き
か
っ
た 

.故
、へ
速
邦
內
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
と
.さ
れ
て
い
る〗

。
か
く
し
て「

&

< 
■

 

'

 

領
の
多
く
の
市
民
：̂
ク
ラ
ウV

に
結
び
つ
竹
て
い
る
ロ
マ
ゾ
チ
ッ
ク 

:

,
.な忠
誠
は
殆
ん
ど
な
い」

の
で
あ
る
が
、
' 連
邦

內

の

財

政

的

、

商
業
，
的

_
. 

係
の
價
値
は
、
政
治
的
分
離
に
ょ
っ
て
分
裂
さ
せ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
.も
- 

■，
親
密
で
あ
る
、
と

.

い
ぅ
：わ
げ
で
あ
る
。

-

(

1

)

w
i
k 

J 

Britain a
n
d

 the D
f
i
n
i
l
,

 p. 364.
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H
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b
s

o
n

,
.

 

J
,
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I
m

p
e

r
i

a
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i
s

m
,

 

1
9

4
8

.
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t o
-

9°
ホ
ブ 

■■r
.

.ソ
ン
'
.

「

帝
亂
主
義
論」

岩
波
文
庫V

下
卷
ニ 

；

四
貢
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h
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C
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i
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t
h
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c
o
m
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o
n
,

 

w
e
a
l
t
h
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p
a
r
l
i
a
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G
o
v
e
r
n
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o
n
t

 

i
n

 

t
h
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c
o
m
,

 

.
i

n
w

e
a

l
t

h
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ノ

:
,
o
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Ibid., 

p
-
y
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6

)
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0

0
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V
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.
m
o
n
w
e
a
l
t
h
.

 

.
p
a
r
l
i
a
m
e
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a
r
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p
o
v
e
r
x
m
l
e
n
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i
n
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t
h
e
-

 

-
. C
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o
n
w
e
a
l
t
h
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へ
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7) 

Bjrock ; op. cit., p. 419,
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J
e

n
n

i
n

g
s

,

 

.
s

i
r

.

 

I
v

o
r

:
;

H .
h

e
 

’c
o

m
m

o
n

w
e

a
l

t
h

 

i
r
t

 

A
s

i
a

,
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1
9
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9

'
p

'
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X
5

.

-

• ,(

9)

:

I
b
i
d
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,

 ppv 

1
1
7
1
-p
0

、

s

10)
 

I
b
i
d
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,

 

p
'
1
2
1
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5

眞
の
締
一
の
細
帶
は
何
か

-■ 

• 

i

-

- 

H

Vッ
.ト
.の
.
.
見
解—

H
. 

.

I. 

r

英
連
邦
は
帝
國
主
義
的
超
國
家
で
は
な
い
し
、
顧
國
家
で
ゆ
決
い
て 

::

な
い
。
そ
れ
は
^
本
的
に
1

に
|

な̂
^

の̂
中
に
.あ
を
國
家
の
_
八
ロ
''
. 

'で
あ
り
、

そ
.の
同
愦
は
政
治
家
の
形
式
的
墮
百

(

艺

<

浮̂

注

0
1
!

)

の

：

. 

上

.に
で
は
な
く
、'人
民
；の
間
に
擴
つ
て
い
る
感
愦
の
上
に
あ
%

)

。」

こ
の
ょ 

〖

ぅ
な
言
葉
の
背
後
に
は
、'植
民
地
の
內
部
的
發
隄
、
政
治
的
成
熟
と
世
界 

の
勢
-

B

關
係
の
變
化
、'卽
ち
英
本
國
の
弱
體
化
に
應
じ
ガ
英
本
國
の
各
植
' 

'民
地
に
對
す
る
政
治
的、
' 經
濟
的
、_
事
的
緊
縛
カ
が
弛
凝-1
.た
と
い
，ぅ

.,
' 

:事
實
が
.あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
態
に
卽
腦
し
て
英
帝
國
は
英
連
邦
に
變
化
，
 

し
た
P
し
か
し
i

成
要
素
間
の
問
題
解
決
は.、
協
力
と
協
說
に
.よ
る
こ 

•と
が
說
か
れ
な
が
ら
も
、
な
お
全
體
を
統
•一

 
さ
せ
石
べ
き
何
も
の
か'が

求

. 

め
ら
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.政
治

的

規

制

カ

の

喪

失

が

、
，
か

；
又
.
.
つ

て

精
 

祌
的
統
一
紐
帶
を
强
調
き
せ
る
所
為
と
な
る
。
精

神

德

一

は

政

治

的

弛

' 

.
緩
を
償
い
得
る
も
の.で
あ
ろ
ぅ
ぃ
か
。

」

七
九
四
九
年
秋
、
；ヵ

ナ

ダ

に

蚁

け

る■'
 

’ 非
公

式
の
0
0
日

日
021̂

681-&12 11&19.^0:080011£

©.3
§

0

 

に
お
い 

て

}
ォ
ー
ー
ス
ラ.リ
ア
人
は
、■

經

濟

的

紐

帶

は

漣

邦

諸

國

を

結

集

す

る

，に

つ

■•
. 

い
て
、
^
神
的
#
帶
と
同
樣
に
强
：く
、.：同
樣
に
効
果
的.で
は
な
い
と
考
え\ 

.
-
'
そ
お
り
ぐ
一
.
.英
本
國
め
ス
，ピ.1
力
！
は
、
.
.連
邦

の

本

質(ei^ence
)..

.は 

.逄
義
す
.る
こ
と
の
危
險
且
つ
困
難
な
精
神
に
存
す%)

、

と
.述
べ
^.
。
ま
た
，
' 

.

.
會
議
の
始
ま
る
際
の
ヵ
ナ
：ダ
防
衞
大
臣
の
歡
迎
の
演
,
に
も
、.
--
1逋
雜

は
'
' 

巖
密
啐
實
踐
的
且
づ
現
實
的
局
面
を
有^-
'る
：が
.、'
し
.か
し
そ
の
：ユ
——

>
:■:

,

英
連
邦
の
.統
一
に
つ
い
て
の
党
え#-
2)

な
性
格
は
f
そ
れ
が
ま
た
、
情
緒
と
感
情
に
充
た
さ
れ
た’一
連
合
で
あ
る
■ 

、
と
.■い

う

事

實

曲

來
:L
て
い
'̂
-」

と
述
べ
ぢ
れ
て
い
る
。.そ
し
て
、
相 

互
に
協
議
し
、.
'理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
な.義
務(vital 
.

^

で
あ 

る
と
英
本
國
代
表
は
强
調
す
るの
で
あ
る
が
、
パ
キ
ス.タ
ソ
代
表
は
、人 

:

種
的
差
別
と
植
民
地
につ

い
て
緊
喂
關
係
が
現
存
する
の
ビ
ハ
迎
邦
は
、

.危
險
に
翻
し
た
時
に
如̂

に
し
て
そ
の
内
部
的
凝
集
力
•を
保
持
す
る
こ
と 

.
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
、.と
い
う
疑
間
を
提
出
し
て
い
る
の
で
，あ
る
。

ニ 

ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド-の
.前
1[
相
は
、
‘連
邦
の
メ
ゾ
バ
1
た

る

こ

と

は「

何
も 

の

か

の

附

加

さ

れ

た

獨

立

o
&
e
p
e
n
d
e
n
c
e

 

wi
th 

s

o.m
e
t
h
i
n
g

 

.added
)
」

で
あ
る
と 
一

K

つ
た
。>

 

ア
ジ
.ア

に

と

つ

て

獨

立

.
は

基

本

的

問

題
 

で
.は
.あ
各
が
、.1

附
加
ざ
加
る
何
も
の
か

」

.

.に
-

し

て

は

如

何

な

る

反

對
 

も
な
い
と
去
わ
れ
ー
て
い
る
が
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

「

何
も
の
か」

7'

は
結
局
、
完
全
な
獨
立
に
と
つ
，て
何!^
か
.の
制
限
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ 

う
か
。
精
神
的
紐
帶
はS
人
自
治
領
に
つ
い
て
ば
去
え.る
に
し
て
も
、
し 

か
も
エ
ー
ル
.の
例
外
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
國.に
お
い
.て
は
、
；
勿
論
、
英

本- 

國
並
び
に
，連
邦
に
對
し
て
.の
特
別
の
愛
情
は
存
在
し
な
い
と
み
な
け
れ
ば 

な
ら
な
.

い
。：. ；

ハ
1
ク

(

環

)

は

.一
セ
七
五
年
に
、
、
紲
は
空
氣
の

.

樣
に
. 

，
舞

い

が

鐵

環
.の
ょ
う
に
强
い
、
と
沄
つ_て
い
.る
が
、
政
治
的
規^

£

£

^

い
と
こ

ろ

に

如
何
、に
レ
て
鐵
環
は
形.成
ざ
れ
る
の
，で
あ
ろ
う
か
ぢ

經

濟 

的
、
政
治
的
、
軍
事
的
に
弱
體
化.し
た
英
帝
國
の
結
合
體
と
し
て
、
精

神

的
. 

紙
帶
が
酿
調
さ
れ
て
き
たこ
と
を
我
々
は
み
て
き
た
。'し
か
し
更
に
.、
こ
: 

へ
の
精
神
的
紙
帶
の.塞
盤
自
體
が
、.連
邦
と
.い
う
構
造
に
お
い
て
は
、
帝
國 

に
比
し
て
稀
薄
に
な
つ
て
い
るこ
と
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。こ
の
ょ
う
に

、

四

七

：(

七
四
九)



-

.

H ,

田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
’

第

七

號

ト
、
：

- 

し
て
V

る
と
統
一
の
紙
帶
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
ど
は
次
の
こ
ひ
で
あ

C 

1 

J

f

る
® 

. 

’ 

；
丨

第
一
、
迎
邦
と
いi
も
の
に
は
眞
資
の
統
一
力
は
存
布
し
なa'
。
英
帝 

..

_
は
既
に
' 
パ

蠶

■

落

、
：
' 
解
體
:1
,つ
つ
あ
り
、i

0

i

f

^

i

i

';
M
-.
b
>
: 

'•

き

i

の
赞@
的
基
盤
が
な
ぃ
_
も
拘
ら
ず
紼
'ー'を
雜
持
1
法
う
と
し
て
、':
'

'
- 

減
盤
な
き
精
神
的
紐
帶
が
强
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も 

.'
V.
第
一
一
、

寶

質

的

な

紙

帶

は

,#
在
し
、
.
'し
か
も
そ
れ
が
隱
蔽
名
れ
ず
い

：

る

. 

.

.ゥ

.で
'あ
る■ か

一
一

ホ
.ブ
.

y

.ゾ■の
^
う

.よ
う
■に
、
'
'
.

「

普
赃
の
レ『：

敎
育
あ
^』

...
'
. 

'
.英
國
人
に
と
つ
主
義
の
最
太

.奴
與
夕
最
飞
本
鄧

盼

な

政

治

ゆ

麵

：： 

濟
的
、
'道
德
的
_
實
は
、
：.
.通
常
知
|>
>
'れ
て
>
な
い
1
-'
:
'の
は
親
在
；に
お
い.て
、

.

.も
變
り
な
い
の
で
.あ
ろ
う
か
0

.
そ
し
て
.
こ
こ
に
お
.
い
て
も
、
や
.は
り
實
質
. 

:.
.

的
甚
礎
の
な
い
：顆
神
的
姐
帶
が
、
，眞
の
紐
帶
を
隱
骤
ず
る
手
|

と
し
て
高
：
 

、唱
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ょ
う
な
疑
叫
に
#
^
*
て
一
の
答
が 

ダ

ッ

ト

(
p
s
n
e

 

y

l

w

に
ょ
つ
て
與
え
ら
れ
て
い
?,
1

.。
ia

妫
に
ー
ム

.第
ー
、
英
木
國
の
續
は
邸
ち
帝
國
の
飭
機
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は 

,

齡
ニ
次
火
跳
後
の}

時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
制
度
そ
の
も
，の
の
缺
陷
か 

ら
來
る
fi
t

久
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
^

觅
れ
る
た
め
に
は
、
制
度
そ 

の
も
の
を
跪
槳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
带
國
主
義
は
) ^
1

の
も
の
で
あ 

る
、
と
い
う
こ
と
は
公
衆
に
か
ら
み
つ
い
て
い
る
考
え
で
あ
る
が
.、
眞
赀 

は
、
英
帝
國
か
ら
英
迪
邦
へ
の
餞
化
と
い
う
の
は
名
稱
の
變
化
の
み
に
す 

/

ぎ
な
い
°

慈
思
と
#

取
七
は
合
わ
さ
れ
る
，こ
と
の
办
い
ー
1

帳
簿
で
あ
ー 

.

る
。
從
つ
て
带
阈
か
ら
迎
邦
へ
の
轉
同
點
の
搮
究
は
無
駄
だ
と
い
う
こ
と

四
ー
八.
.

.

'

(

七
五
。

)

• 
■ 

•

:

 

I 

■

.

.

:
 

‘

に
な
る
。

-

.

.

.ン」

第
ニ
、.
じ
か
も
紐
帶
は
’存
在
す
る
。
.
そ
れ
は
帝
國
に
.お
け
る
と
金
く
同

:

.
ハ
じ
ぐ
.
金
融
資
本
で
あ
る
。.
，
：こ

の

點

に

お
V

.て
帝
國
と
連
邦
に
變
化
は
な 

、
0

V 

I
V 

/

ソ
第
一
'
:
:ゆ
戰
ど
第r:

或
 

.

、

第

：
一
：
の

點

钇

先

ず

考

え

て

知

よ

免

: 

6
.
.

帯
國
か
ら
連
邦
へ
と
い
う
變
化
は
、
ダ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
名
稱
の
變
化
だ 

け
で
あ
る
と
云
う
。
で
は
何
故
名
稱
の
變
化
を
必
要
と
し
た
か
。

一
つ
に 

へ
.•
.

は
帝
國
及
が
帝
國
主
義
と
い
1

目
葉
、.
：嘗
て
.誇
り
釔
以
て
唱
え
.ら
れ
た
言 

葉
が
今
や
不
人
氣
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
觅
に
は
、'
英
帝
S

 

.

.

.

.
V實
質
的
衰
退
を
英
帝
國
の
終
熄
と
.お
含
か
え
て
、
現
在
で
は
新
し
い
迎
邦 

.
と
し
て
乱
，生
し
て
.
い
る
と
い
う
こ
と
を
說
得
す
る
た
め
で
あ
る
。
勞
働
m
 

:

.

の
ア
.
ト
リ
1

前
首
相
に
よ
れ
ば
、「

他
の
諸
國
.の
政
治
的
、經
濟
的
支
配
に 

:

よ
る
他
の
國
民
の
從
氣
と
い
&

味
で
め
帝
國
主
義
が
、
今
日
の
世
界
に 

.

'

•

.存
在
す
を
と
す
れ
ば
、
英
通
邦
の
中
に
は
見
相
さ
れ
な
い
こ
と
は
確
實
で 

あ
れ
。)」

(

ダ
ッ
ト
は
階
級
對
立
の
M

乱
か
ら
分
析
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

.

'英
國
©.

政
策
と
>

う
1揚
合
は
ぐ
英
國
の
支
配
階
級
の
政
策
と
い
う
意
妹
で 

'

あ
る
。
そ
し
て
欲
働
黨
政
府
'
の
場
合
で
も
、勞
働
黨
は
勞
働
货
族
で
あ
リ
、

,

て
そ
の
政
策
が
大
衆
と
は
無
線
か
も
の
で
あ
る
と
い
う
點
で
は
保
守 

黨
政
府
と
同
様
で
あ
る
。
ア
ト
リ
ー
に
對
し
て
も
、
ダ
ッ
ト
の
ヶ
圾
は
當 

,

然
冱
定
的
弋
あ
る
o)

ダ
ッ
ト
の
擧
げ
て
い
る
英
帝
_

の
^

機
の
迤
ホg

 

: '
,:
,
-:
'延
乱
は
ぐ
.

,;
,

.
':
'.
.

-

.

.ノ 

.
:■
、

：.
■
, 

. 

.

':
■

V.
'

第
：一.
、
：
，新

世

界

パ

ゾ

ラ

ー

.グ
:\
}
;
り
北
京.迄
> 

の

登

場1

旣

に

.
帝

國

主

:

.義
の
餘
• %

は

な
;^
。;;
.:
.
'
'
.ぐ

.

.

.

.

.

.

第
二
、
ア
メ
リ
ヵ
の
金
融
資
本
へ
の
從
旖
化
。

■:

第
三
、
植
呙
地
め
反
抗
。
民
■

立運動。
：

：

•:
:

:

•

,

.

•
第
四
' 

,英
本
國
，
社
會
主
義
化
°-
.
.へ:

. 

,

J

で
‘あ
り
、
式
の
現
象
於
態
は
、
ド
ル
不
见
、
原
料
危
機
、
交
姑
條
件
の
惡 

化
、
で
あ
る
。
•ダ
ッ
ト
に
ょ
れ
ば
、
迎
邦
の
觉
要
な
ポ
ィ
ン
ト
で
あ
る
、

/
¥等
、
共
g

l

與

(
c
o
-
p
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
)

は

「

溥

い
マ
ン
ト

(
s
i
c
k
l
y

 

.

で
あ
る
。,ア
メ

：
リ
.
力

帝

國

主
義
：の
.壓

迫

、
瞭

民

紙

人
^
反

抗

， 

英

國
內
の
：經
濟
的
解
體
と
承
^

マ
ご
：

の
：：

j

写

を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
餘
谈
な
く
し
た 

>「

虛
！|

の
法
制
上
の
觊
步 

(
s

c
t

i
o

u
s

 

c
o

n
s

t
i

t
u

t
i

o
n

a
l

 

c
o

n
c

e
s

s
i

o
n

)
」

が
、

ア
ジ
ア
の
桢
民 

地
に
與
え
た
政
沿
的
獨
立
で
あ
る
。
か
く
し
て
帝
國
'
;土
義
は
、
新
條
件
に 

適
介
す
る
た
め
§

態
と
新̂

^

^j

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
が
先k

考
察
し
て
き
た
英
迪
邦
の
統
一
の
紐
帶
を
批
判
し
て
ダ
ッ

'.ト
は〕K

 
ぅ
:■
°

V
.
:.

,.
.

-

.'

':'
■

•
い
:

'
.:

'

.
::.
■:

.

■.
.

V 

第
一
.、.
憲

贺
VI
:
の
豫
徵=

ク
.
.
'
ラ
ウ：
y

 

し

し

か
^
靖

ー

の

舊

の

靈

は

象

徴

で

あ

る
-
と
味
で
ぎ
な
い̂
象
徵
^.
:

一
寒
け
る
忆
必
要
な
經
濟
的
、
’被
治

的

歡

性

は

慨

が
^
靜
國
は
施
い
同
： 

.

.'

.

.
M
、:'
速

邦

、

減

い

；
ば

相

互

一

の

義

鄉

と

寶

任

を

'%
つ

迪

合

文

あ$が
。

：
そ

れ
；ベ
 

に
し
て
も
迎
合(association)

の
基
盤
は
何
か
、
と
い
ぅ
疑
間
に
时 

.

•;
び
戾
る
。.
.
ぐ
.'
'
-;.
.

,

—

.'
一
.

.

■• 

.
,
,
:■(

售

i

--':

具

饋

的

形

獨

、
或
い.ぼ
義
務
が
き
神
秘
的
紐
帶_

精̂
神
的
統
;:
'

1
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
の
鉴
盤
と
な
る
べ
き
、
ナ
ン
ヨ
ナ
リ

テ

ィ

、
■
種

•.」

 

•
. 

.

.

.

_

_ 

.

. 

.

.

.

.

.

. 

i

\

:

-

.
.

.

,

:

英
述
邦
CD
統

)

K
'っ，.
•い
て
。
の
觉
、え
#

(

上)

：(

.

「

族

嘌

敎

、'
或
い
戏
政
氣
態
の
共
通
的
性
将
が
、
：帝
國
を
通
七
て
存
街
. 

'
'し
.

^
い
。<
.こ
れ
が
：存

在

す

る

；
の

'
は
、
ムm

人
自
治
領
、
力
ナ
ダ
、
f

ス
ト 

.ラ

.
リ
ア
,>

二ジーラ
ン

;ト
だ
£

で
あ
”

'
 

'
こ
れ
ら
.の
ボ
に
は
言
語
と
. 

•傳
統
の
親
.近
性
と
い
う
典
通
か
紲
叹
：存
在
も
可
能
で
.あ
，ろ

う

。

し
か
し
力 

ぃ
ナ
ダ
女
除
い
て
は
、：; &

人
|

領
と
い
つ
で
も
少
數
i

階
級
が
的
人
で 

.あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
つ
-v
.
、
由
人
自
治
領
總
人
ロ
三
六
、三
七
七
、〇
0
 

0

中
&

人
人
，ロ
&

—*

六
、：.
1

^〇
、0

0

〇

、

英

本

國

の

觉

五

じ

、

^
:
:
}

.
0

>

O

0

.

O

^

^

V

^

有

色

人

口

と©
.比

は

釣

一
.
對

七
•

七

に

す

ぎ. 

な

い

？

帝

國

全

體

は

少

寧
：！！

人

の

支.配
下
.に
あ
る
。
平
等
と
共
同
參
與
は
■■
'
. 

#

在
し
な
い
.
.の
セ
あ
.る
。
.
,'
'.
1
ド

.

^

;

..

-
.

ダ

ッ
ト
の
以
上
の
ニ
つ
の
批
判
は
、
我
々
が
旣
に
み
て
き
た
こ
と
と
^

"々
.
1

致
^
愚

：f

='
;
»小
ぱ
：興

に

進

め

て

、
%:
しT

自£

の
た
.■め

の

闘

爭

j 

. 

に

帝

國

の

棄

人

玛

の

利

益

0,
統

一

の

純

粹

の

菡

盤

が

，あ

.る
と
い
う
な
ら
、

• 

、こ
の
な
}
な

「

|

の
：
た
：め

の

幽

爭

」

は

帝

國

、
王

義

に

對

す

る

圆

爭

で

あ

.

'る
べ
ぎ
で
あ
飞
。

) ：

帝
國
主
義

的

吏

參

搾

取

の

：上
に
お
か
れ
た
共
通
な
も 

の
_は
.何
も

存

在

し

な

：
い

、

.と
論
じ
て
い
る
。.こ
の
ょ
う
に
し
てV

ッ

ト

に
. 

ょ
れ
ば
、
精
神
的
本̂

(spiritual e
s
s
e
n
c
e
)

は
、

眞

の

性

格

を

隱
.
 

す
，た
.め
の
:̂
配
階
顧
の
最
戴
.の
據
，り
.所
で
あ
'る
。
眞
の
唯
一
.の

典

诵

耍

素
•
 

は
、
ィ
ギ
リ
ス
’金
融
齊
木
で
あ
り
、
之
を
ク
ラ
ウ
ン
の
下
に
隱
蔽
し
て
い 

る
の
で
あ
る
。
そ

し

て

法

律

的

(
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
©

で
は
な
く
て
、
實 

贤

的

带

國

は

、
、
钟

ち

ス

；
 ̂

I
リ

ン

グ

地

域(

g
rf
©

^

;

^

^
と
呼
，ば 

れ
る
も
.の
で
あ
り
、
•こ
れ
が
6̂
:
代
の
國
際
關
係
に
お
け
る
、
ィ
ギ
リ
ス
帝' ,

r
- 

. 

.

.
、 

' 

•
. 

.
'
'
•

四

九
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五
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除

十

セ
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七

，

そ
れ
で
は
、
英
連
邦.の
資
質
的
證
と
範
園
を
意
味
す
る
と-い
.
.
ぅ
、

ス
r
ゝ
 

タ

1̂
.リ
シ
グ
地
域
と
は
如
何
な
る
も.の
で
あ
ろ
^

。̂
之
が
次
.に
考
察
さ
.
.
パ

來
る
べ
き
主
題
で
あ
る
。
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/
.村

明

細

帳

を

通

^

て

み
衣

近

.世

中

期
 

. 一
I

志

摩

國

英

虡

郡

船

越

村

I

 

■
'

速

水

融

;

德
川
時
代
の
漁
村
に
關
し
て
は
、
■羽
原
又
吉
博
士
，の
諸
業
績
を
初
め
、
.
. 

近
時
に
至
り
か
な
り
多
く
.の
硏
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
な
お
地
域 

的
に
'ゆ
重
要
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
殆
ん
ど
M
究
•に
お

，
い

て

未

開

拓

で

あ
 

る
眞
络
地
帶
を
多
く
殘
レ
、
.

雜
な
性
格
を
有
す
る
近
仳
漁
杖
及
び
漁
榮 

の

全

體

的

把

掘

に

と

つ

て

越

え

難

い

大

き

か

障
！！

と

な

づ

て

い

る

。
.伊
勢
：
 

か
ら
志
摩
ご
紀
伊
に
が
け
ズ
の
沿
燁
林
か
あ
り
宙
ぃ
時
期
か
ら
議
が
發 

達
を
見
だ
地
方
の
一
つ
で
、
へ
我
が
»
の
^
業
^
上
に
果
^

セ̂
^
4:
'決
し 

て
輕
視
し
得
な
い
も
•の
が
あ
る
機
に
思
.わ
れ
る
が
V

W見
の
限
り

.*
若
干
' 

'の
'民
俗
學
的
硏
究
を
除
外
す
れ
ば
、
+
'こ
の
1地
方

の

史

的

硏

究

は

殆

ん

.ど

皆 

無
に
等
し
い
。；本
稿
は
先
に
發
表
し
た
.紀
伊
國
$

郡
尾
鶴
附
近
に
於
け
.
.

■ 

■ 

• 

.
5

)

,
ミ

.

.

.

.

.

. 

-

-

:

る
.漁
村
史
料
の
紹
介
一
一
篇
ど
共
に
、

か

か

る

間

隙

を

现

め

ん

と

す

る

一

試

論

で

あ

る

タ
 

•
、
-
、
：
. 

し.
.
.
■•
. 

.

(

註)

拙
槁「

近
世
に
超
け
る
漁
村
の
移
'住

と

漁

場

の

利

用

、
.
支
配
の 

：

.

.
,
關
保
に
?

い
て」

三
田
學
會
濰
誌
第
四
十
六
卷
第
，七
號
、

「

近
世
に 

.
,

お
け
谷一

.漁
村

の

ス

ロ

勤

態
丨

.

——

紀
伊
國
牟
婁
郡
須
賀
利
浦——

」

，

，'
■.同
誌
^
四
十
六
卷
第
十
ニ
爽
。
'

:

v
 

•

志
摩
國
英
儷
都
船
越
村
&

川
時
代
志
資
羽
藩
ね
屬
し
、
江
戸
大
崁 

.間
廻
船
の
寄
i

と
し
て
名
高
い
波
切
湊
に
隣
接
す
る
村
で
あ
.る
。
地
圖 

に^
る

如

く

、
，
'
現

在

海

士

潜

水

業

の

最

も

盛

ん

な

观

謂

先

島

半

鳥

の

附

根 

に
位
置
U
、
’村
居
.の
西
側
は
英
虞
灣
、'.
•■

■凉
侧
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
雨
、
 

濱
の
村
で
、
：村
名
の
©
來

が

窺

わ

ホ

ょ

ぅ

。

.
_さ
.て
、
.本
稿
に
お
.い
て
は
、
量
的
に
は
多
く
を
殘
し
て
い
る
同
村
史
料

村
明
細
帳
を
.通
じ
て
み
た
近
世
中
期
の
一

漁

村
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